
こどもわかもの支援 
オンライン化推進事業 

事業報告書 

NPO法人　沖縄青少年自立援助センターちゅらゆい 



【事業の目的】 
インターネットを活用して居場所機能へのアクセス方法を多様化することによって、対面
での支援が出来ない状況に追いても居場所支援を継続するとともに、支援をより多くのこ
どもに届けることができるネットワークを構築することを目的とする。 

【目標】 
既存の来所型での居場所に通う子ども月平均のべ360人、既存の居場所に通っていない新
規の子ども月平均のべ400人にオンラインプログラムによる居場所支援を行う。 

【事業内容】 
１. 居場所のオンラインプログラムの提供及び環境整備 
⑴ 時期：2020年11月～2021年4月 
⑵ 場所：kukulu（若年層向けの居場所2拠点）、「第三の居場所」田場拠点 
⑶ 対象：10代～20代前半の子ども・若者を対象に、月平均のべ760名 
⑷ 内容：オンライン上で音楽や語学等のプログラムの配信（週1回）、コミュニケーショ
ンの場の設定（週２～3回）。ハード機器の整備（配信に必要な機材、端末を保有しない
利用者への貸与等）。 

２. 支援団体のネットワーク構築及びプラットフォーム立ち上げ 
⑴ 時期：2020年11月～2021年4月 
⑵ 内容：「オンライン支援プラットフォーム運営検討会」を3回実施し、類似の支援を行
う団体とネットワークを構築したうえで、各団体のオンラインプログラムにアクセスでき
るプラットフォームを立ち上げる。 

【事業実施内容詳細】 
１. 居場所のオンラインプログラムの提供及び環境整備 
① オンライン上のプログラムの配信 
② コミュニケーションの場の設定 
③ コミュニケーションやオンラインプログラムを提供するためのポータルサイトの構築 
④ ハード機器の整備（配信等に必要な機材等の購入） 

２. 支援団体のネットワーク構築及びプラットフォーム立ち上げ 
① オンライン支援プラットフォーム運営検討会の開催（全3回） 
② 個別ヒアリング及び各拠点の子どもたちからのヒアリング 
③ 次年度運営体制基盤の構築 



１. 居場所のオンラインプログラムの提供および環境整備 
　① オンラインプログラム実施内容一覧 

名称 オンライン居場所に関する子ども会議

期間 2020年12月～2021年4月　全8回

延参加人数 90名 場所 那覇Kukulu・うるまkukulu

内容
オンライン居場所「みんなのポータル」製作に向け、ヒアリングと使用するSNSサー
ビス「discord」の検証会を実施。より広くニーズを把握し、対象とする子どもたち
が使いやすいサービス構築に向け、検証会の他に定期的なヒアリングも実施した。

名称 Eスポーツ大会

期間 2020年12月～2021年4月　全8回

延参加人数 90名 場所
那覇Kukulu・うるまkukulu 

カラフル田場
内容

Eスポーツを通じ、子どもたち同士の交流を図り、また、居場所に来れなかったりす
る子どもともオンラインで繋いでコミュニケーションをとることを目的に実施。年度
の終わりには、オフラインで直接交流できる機会を設けた。

名称 音楽ワークショップ

期間 2020年12月～2021年2月　全回

延参加人数 90名 場所 那覇Kukulu・うるまkukulu

内容
楽友協会おきなわの皆様に音楽のワークショップを開いてもらい、その集大成とし
て、３事業所合同でミュージカルを発表した。Youtubeを活用したオンラインでの配
信を行い、沖縄県内外からたくさんの方々にご覧いただくことができた。



名称 キャリア教育「10代のうちに知っておきたい　お金と仕事のあれこれ」

期間 2021年2月12日

延参加人数 30名 場所 オンライン開催

内容

営業コンサルタントやファンドレイジングアドバイザーなど様々に活動している宮本
聡氏を講師に迎え、お金について考え、向き合う姿勢について講座を実施した。物価
や為替など、より具体的な経済に関する学びと、将来に向けたお金の向き合い方の双
方でお話しいただいた。

名称 ホタテ調理ワークショップ

期間 1月25日(月)

延参加人数 20名 場所 那覇Kukulu・うるまkukulu

内容
宮城県の公益財団法人モリウミアスと協働し、東北地域の生わかめを送ってもらい、
それをオンラインで調理の仕方を学ぶプログラムを実施した。調理体験はもちろん、
日頃馴染みがあまりない東北の地域についても知ることができたいい機会となった。

名称 「つくれる家具」オンラインプログラム

期間 2021年3月9日

延参加人数 15名 場所 うるまkukulu

内容
京都の家具職人の方を講師に、オンラインで繋ぎ、スツールをグループで作成。協力
して各工程を全員が体験することができた。



名称 動画製作講座

期間 2021年4月8日～23日（全５回）

延参加人数 30名 場所 オンライン開催

内容
那覇Kukulu・うるまkukuluの子どもたちを対象に、１０分程度のショートムービー
を作成する動画製作ワークショップを実施した。機材の取り扱いから編集、完成動画

のお披露目会を行い、動画製作に関する基礎知識を学んだ。

名称 オンライン学習

期間 2020年11月～2021年3月（生徒の希望に応じて日程調整）

延参加人数 50名 場所 うるまkukulu

内容
学習支援を行っている団体とオンラインで繋ぎ、学習を必要としている事業所の子ど
もへの学習支援を行った。特に高校進学を目指す中学生、中卒生や、通信制に通う高
校生のサポートを中心に行っている。

名称 生わかめ調理ワークショップ

期間 3月19日(金)

延参加人数 20名 場所 那覇Kukulu・うるまkukulu

内容
宮城県の公益財団法人モリウミアスと協働し、東北地域の生わかめを送ってもらい、
それをオンラインで調理の仕方を学ぶプログラムを実施した。調理体験はもちろん、
日頃馴染みがあまりない東北の地域についても知ることができたいい機会となった。



② オンライン居場所「みんなのポータル」について 

【イベント、お知らせ欄】 
近日開催予定のイベントやオンライン
プログラム、その他居場所に関する情
報やお知らせが掲載される。

【ゲーム広場、アニメ、映画カテゴリ】 
各カラムからみんなのポータルの専用
discorrdサーバーへリンク。 
カラムは増設可能、利用する子どもたちの
ニーズを広いながら随時追加予定。

【相談窓口】 
各種相談窓口の掲載。 
今後居場所へ所属していない子どもがつな
がることも想定し、実際に居場所に行って
みたいときの窓口も兼ねる。



・サイトマップ 
＊登録については、こどもの居場所への登録を原則必須としている。 

・運営イメージ 



２. 支援団体のネットワーク構築及びプラットフォーム立ち上げ 

① 実施内容と役割についての提案内容 
・構成団体、内容 

・各団体の役割案 

＊スキームは前ページの「みんなのポータル」運営案と同様 

② オンライン支援プラットフォーム運営検討会　実施内容 

構成団体 ①沖縄県内でこども・わかもの支援を行うNPOや一般社団法人、任意団体等 
②運営・管理を行うコーディネーター 
③運営・管理をサポートする企業、コンソーシアムなど

連絡会 
実施内容

①こども向けオンライン居場所ポータルサイトの運営等 
②定期連絡会の開催（年２～３回程度、その他必要に応じて企画・開催）

①子どもの居場所運営団体 ・居場所の利用者へのオンライン居場所登録 
・オンライン居場所を希望する子どもの面談、登録

②運営・管理コーディネーター ・オンライン居場所の運営、管理 
（資金調達やオンライン居場所での企画提案など）

③協賛企業・コンソーシアム ・オンライン居場所運営のサポート 
（テクニカルサポート、キャリア教育等の企画サポートなど）

開催日程 2020年2月26日（金）・3月12日（金）・3月26日（金）

参加団体・個人名

一般社団法人りあん　山城　康代　様 
一般社団法人　沖縄じんぶん考房　山崎　新　様 
NPO法人　にじのはしファンド　糸数　未希　様 
NPOももやま子ども食堂　菅原　耕太　様 
うむさんラボ　山川　伸夫　様

その他候補団体

特定非営利活動法人1万人井戸端会議 
侍学園 
※それぞれ個別でオンライン支援プラットフォームについて提案、相談に伺った。
検討会については、今回は日程が合わず、参加が叶わなかった。



③ オンライン支援プラットフォーム運営検討会　各回議題・詳細 

日程 3月12日（金）

議題
１. ご寄付やご寄贈について 
２. オンラインでの遊びの体験

内容

子どもの居場所各所でご寄贈やご寄付が増えてきた中で、活用事例や企業等との共同
事例、また、居場所（もらう側）とあげる側のニーズの差異が生じた事例などを共
有。 
そのうえで、今後必要としている物やリソース、希望する物などを挙げ、また、どう
したら良い関係性を地域社会と持てるかを意見交換。 
最後はオンラインで遊ぶ、とはどういうことかを実際に体験した。

日程 3月26日（金）

議題 １. オンライン居場所のキックオフイベントについて 
２. 今後の運営について

内容

オンライン居場所「みんなのポータル」の製作進捗を共有し、各所共同でキックオ
フイベントをするにはどういった内容がいいかの意見交換を行った。 
作り手、サポーターとなる大人も楽しみながら持続可能な運営をするために改めて
必要なことなども話し合った。 
今回の検討会を踏まえ、次年度は各居場所に所属する子どもも入ってもらいなが
ら、定期的な検討会をする方向となった。

日程 2月26日（金）

議題
１. コロナ感染症を受けて感じた変化 
２. 2020年度の開所で工夫している点 
３. オンライン支援に期待すること、できそうなこと

内容

コロナ感染症拡大を受け、各所で感じた変化や対応の工夫などの情報共有を行い、
その上で今回のオンライン支援について期待すること、できそうなことなどのアイ
デアを出し合った。 
コロナ感染症における影響で安定した通所が叶わなくなってしまったり、家庭内で
の問題が生じたり、貧困世帯への支援の必要性など、改めて居場所が持つ役割をこ
の状況下でどうしていくかが共通の課題と認識。


